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( い ) 得失点差 =得点合計一 失点合計
= 3 - 7
= 一出

(に )

巧 求 める 周 の長 さ
.'

o .v5

~

o - √5 = 2 ×√ 5 + 2 × (o -√5 )
、
巧 ィ

ノ

= 2√5 + 2o - 25
= 2Tocmm

(3 ) 1 個 A 円 のクリ ー ムパン 5個 と 1個 b円 の

ジャムパン 3 個買 たときの 合計金額は
5 a t 3 bmm

この 金額 が 1000 円 なので以下
5 a t 3 b 1000ミ

式 を 整理 して

O ≤ 1000 - ( 5 a + 3 b )

∴ 1000 - ( 5 at 3 b ) ≤ 0

∴ て 答 えは点



(4 )
の P を 中心 として 円 を

X
A D 描 く

H
② のと BC の 交点 から

半径 が 等 し 円 を
7 描く

、B L ) C
p ③ ② の 交点 とP を結んだ

直線 とAD の 交点がH

2
.

( い ) 連続する 3 つの 整数のうちもとも小 さ …

整数 を n とすると 連続する 3つの数は 整

小 さ 順に n . nt 1
, n t 2と 表すことができる

～～⑨

ここで

n t ( nt 1 ) t int 2 ) = 3 (n)
～回

n t 1 は整数だから 3 (nt 1 ) は 3 の倍数 である
したがて 連続 する 3 つの 整数 の和 は 3 の

倍数である

(2 ) 条件 ① より 横 の 長さは
xt 5mm

である 。 よて 面積 は x (x+5 ) で 表され
これが 24 となるので



x (x + 5 ) = 24
mmm

⇒水 x=+ 5 x - 24 = 0

水 (x (x 1 =08- 3

∴ x =8 3
m

☆
m ウ

x = は 縦 の長さとしては適してなから8
縦 の長 さは m である3

(3 )

ア : 点 B は 点 A を Y 軸 を 対称 の 軸 として
対称移動 させたので 点 A α x 座標 は
m

x = 1 である
m

また A点 は Y = x 上 にあるので

Y = R = 2 : . A (
1
, 2
)mm

点 A は Y = ax 上 にあるから

2 = axa
:
a = 2mmm

(イ ) y = ax ” において xが P から f まで 変化 するとき
の 変化 の 割合 は alp + 8)
～

で表される

Y = 2xとにおいて x が 1 から 3 まで 変化 するときの
変化 の 割合は 2 [ 1 + 3 ) = 8 となる

m



(4 )

∞ 選 んだ 選手 が A の 場合
.

A さんの最頻値 は 11 .9 秒 Bさんの最頻値 は
12

.
0 秒 なので A さんの最頻値の 方 が B さんの

最頻値 よりも 小 さい 。

したがって A さんの 方 が 次 の 1 回 でより 速 く

走れそうな 選手 である

∞ 選 んだ 選手 がの場合B

さんのは秒 ± ん α は中央値12. 0B A 中央値
12 . 秒 なのでさんのの方 が、 ±んの B中央値 A

よりも 小 さい。中央値

したがってさんの 方 が 次 の 1 回 でより 速 1B

走れそうな 選手 である
。

(参考 ) 最頻値
っ
豸 彡

ィ
ノ

A さん い
.
9

12 . ①

00000000000000. ～m…0 O0

む中央値 = 12 1 秒
Bさん 11 . 9 12 . 0

11 . 8 ～mー …

9 00 o 000 00000 0 0 0 o: o? O
.

七 中央値= 12 . 0 秒秒



3
.

い )

AB =ABより OABB
1

は = 等辺三角形
。

よて

∠ BAB' : 1800 - 66 × 2

= 1800 - 132
り660

= 480
ハ

7660 mw

(2 )

LADBCOAEC で
仮定 から
AB =AC ー①

LCBA = ∠BCA -②
LBDA = LCEA = 900

ー ③

平行線 の 錯角 だから
∠ CBA =< DAB ー④
∠ BCA = LEAC ー⑤

②
.
④

.
⑤ から LDAB = LEAC ー⑥

①
.

③ , ⑥ から 斜辺 と 1 鋭角 がそれぞれ等 し…

直角 三角形 なので
OADB ≡ OAEC (証明終わり )



(3 ) 難問 D OACで 三平方 の

定理 より

irr.

oc=±32ヘ :は感 d
= 3√2

1350

\ 450 459い
\ ノ ノ

3

点 B が 動 く 軌跡 は 上 国 の 通り

ヘ
⑦ = 3 × 3 xT π × #

=
4
π

9
D = 3 × 3 × 王 = ②

⑨= 3B × 3Ʃ× π × 36035
= 18 × TV X B
二

= 47 π



よて 求 める 面積 は

⑦ + ⑨← ⑨ = ④ π +Iπ

= 9πτ～
屮
い )

1 時間あたり

～ 30 L 消費 される

し

↑0分
ある 時刻

燃料 A は 1 時間 あたり 30人消費されるので
時間 で 1J20

=30 × 20 6OOL

消費される 。 よてある時刻 の燃料 A の 残量、
J

600 × 200 = 800Lmmmm



(2 )

グラフから 15時間 で

1500 人 増えてるので
1時間 あたりの増加量
は

1500
L 1 1500 ÷ 15 = 100 L

補給 してる 間 も

1 時間 あたり 30 人を

消費 してるので
飛時間 1時間 あたりの補給

量 は

100 + 30 = 13OLm

(参考 ) 20 ～ 35 時 間 のとき

1時間あたり BOL
→ 0～170 ～

1500 h 1時間 あたり～ }
IOOL 増加 }□ 時間 あたり
30 L消費



(3 )

1時間あたり 80時間後 の 燃料A の

^ 30 L消費 残量 は
レ

1700 - 30 × 45

- … …
…
…1050

= 1700 - 1350

} 7ooh = 350Lmm
… …

…… …350

燃 A の 残量 は燃料料
ー B の 残量 より 700 L 少 ない
45時間

ので 80時間後 の 燃料 B の 残量 は
350 + 700 = 1050 L
～

燃料 B のグラフの 式 を Y = ax t b とおくと

( 0 , 1450 ) , ( 80 , 1050 ) を通 るので
1450 = 0 + b ー の

①{ 1050 = 80 a + b ー②

① より b = 1450 。 これを ② に代して

1050 = 80 a t 1450

80 a= 400

∴ A = -5

よ , て
y
= - x + 1450

. y = 200 のとき補給5
されるので

200 = - 5 x + 1450



x =12505
∴ .x

= 250

よって 250時間後m
～

5
.

い )
の ① さい : ろの 目 の最小 は

1
,最大 は 6 なので

atb の 最小値 : 1 + 1 = 2

a tb の最大値 : 6 + 6 = 12

1 2 3 4

8 ワ 6 5
9

10 い 12

E に 止 まるのは a tb = 4 , 2 のときである
。

atb = 4 のとき

(a
, b ) = ( 1 , 3 )

,

( 2 , 2 )
.
( 3 .

1 ) の 3 通 り

atb= 12 のとき

( a , b ) = ( 6 ,6 ) の1 通
り

よってたによまるのは 3 t 1 = 4 通りさこ 3 の 出 る 目

は 6 × 6 = 36 通りなので
,求 める確率 は

4

万0
= 4

mum



②

. 2 3 4

8 ワ 6 5
9

10 い 12

∠ A によまるとき 7

atb = 8 : (a
,
b ) = (2 . 6 )

,

( 3
,
5 )

,
(4

.

4 )
.

(5
,
3 )

( 6
,

2 ) 5通り
mm

く B によまるとき )

atb = 17 : la , b ) = ( 1 , 6 ) , (2 , 5) , (3, 4 ) , (4 ,
3 )

.

( 5
,

2)
.

( 6 . 1 ) 6通 り
m

atb = 9 : la , b ) = ( 3 , 6 ) , ( 4 , 5 ) , ( 5 . 4 ) . ( 6 , 3)
4通り
～

: 6 + 4 = 10 通り
m

く C に 止 まるとき >

atb = 2 : (a , b ) = ( ,) 1 通り
～

atb = 6 : la , b ) = ( 1 , 5 ,
(2 ,
4 )

, (3 , 3 ) , (4 .2))

( 51 ) 通 り5
～

atb = 10 : la , b ) = ( 4 , 6 )
,
( 5
,
5)

,

( 6 . 4 )

3通 り
mm

∴ 1 t 5 t 3 = 9 通り
mm



LD に 止 まるとき 〉 3
.

5
.

い

a th = 3 : (a , b ) = ( 1
,

2 )
,
(2

.
1 ) 2通 り
以

a tb = 5 : la , b ) = ( 1
,
4 )

.

(2, 3 )
.
( 3 ,2) (

4.1 )

4通り
m

atb = 11 : (a
,
b ) = ( 5 , 6 ) , (6, 5) 2通り

～

∴ 2 + 4 + 2 = 8通り
m

く E に止まるとき >

① より 4通り
m

以上 より B に 止 まるパタ ーンが 一番多 イ
一

そのときの確率 は

=1き
(2 ) 45 = 1024

1 2 3 4

8 ワ 6 5 } 80 でいっ
9

10 い は } 8 」 で 17
16 15 14 13

} :
8 ] で 1 つを繰り返 す



( 024 ÷ 8 = 128 で 余 りは ① なので A に止まる
…

(参考 ) δ で割 た 余 り

い 22 33 艸
8 0 77 6 6 55 } 80 で 1 つ

9 , 102 い 3 12 } 8 」 で14
131415160 s67

～ i

δ で 割 った 余 りが O .

6
ー

い )

い 八
15

ノ5 く ノ

.
\

ッ

OABC で 三平方 の 定理より

BC = N121 =√1448=②5= 15
= 15



展 開 よりBC = CDなのでCD = 15 cm

よ, て OCDE の 面積 は

I × 5 × 15 =⑪ cm

ummm

沙
1 C

{ E

～
12 /

A
B

B
.
D
. Fが 重なる ( D

. F )

よってと 垂直 になるのはあ③

⑤ OABC = I × 12 × 9 =54cm
DE = 5 cm

よって 求 める 体積 は

B × 54 × 5 = 90 cm3
m



(3 )

三 角 すの 体積 = 底面積 × 高 さ × 五
三 角 ずの 体積 は 一 定 (90cm ) なので

高 さが最 もい ⇒ 底面積 が最 も 小さいく高
高 I が最 も ⇒ 底面積 が最もきいすく低 い

15ー よて⑤ ～行 の

～
い

,
15 面積 を 求 めれば

50 { 1 良い
~

05
12

ー
2ノ

ー B
.
D
. Fが 重なる

あ : 5 × 15 x 上 = ⑪5 = 37 . 5cmm

っ

① : ③ で 三 平方 の 定理 より
AEλ

√
25+ 144 =09

= 13 = 13

: 9 × 13 × 王 =凸 = 58
.

5cmmm
2

③ : 5 × 12 ×1 = 30cmmm

③ : 12 × 9 × 王 = 54cmmm
よって
面積 が最 も 小 さい ⇒ ③
面積 が最 も 大 きい ⇒ ⑩



なので
高 さが最 も 高 い⇒0

高 さが最 も 低 い⇒⑨

(参考)
三角 すの 体積 は ( 2 ) ⑥ より90cm である
高 さを hm ) とすると

あを 底面 としたとき

90 = 25 th × : h = B 6= - 7 . 2cmm
① を 底面 としたとき

90 =世 th × ∴ h = =. 4 . 6m
③ を 底 面 としたとき

90 = 30 xhyt ∴h 9cmm

③ を 底面 としたとき

90 = 54 th × 五 ∴ . h = 5cmmm

よっ 富 さが最も 高 い ⇒ ③ を底面 としたとき
高 さが最も低 い ⇒ ① を 底面 としたとき


